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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年10月期中間期 4,688 11.3 △200 － △181 － 467 358.4

2025年10月期中間期 4,212 △6.3 △201 － △195 － 102 －

（注）包括利益 2026年10月期中間期 519百万円（－％） 2025年10月期中間期 △139百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年10月期中間期 30.14 －

2025年10月期中間期 4.15 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年10月期中間期 7,165 1,906 26.6

2025年10月期 7,924 1,417 17.9

（参考）自己資本 2026年10月期中間期 1,906百万円 2025年10月期 1,417百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年10月期 － 0.00 － 2.00 2.00

2026年10月期 － 0.00

2026年10月期（予想） － 2.00 2.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,500 0.2 △400 － △380 － 30 － 1.93

１．2026年10月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年11月１日～2026年４月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年10月期の連結業績予想（2025年11月１日～2026年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年10月期中間期 15,522,250株 2025年10月期 15,522,250株

②  期末自己株式数 2026年10月期中間期 －株 2025年10月期 －株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年10月期中間期 15,522,250株 2025年10月期中間期 24,598,110株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載した予測数値は、現在入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実な要素を含んで

おります。実際の業績等は様々な要因により異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件及び業績予想のご

利用にあたっての注記事項等については、第２四半期（中間期）決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想など

の将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間（2025年11月１日～2026年４月30日）における我が国経済は、直近のＧＤＰ統計において自

動車の輸出回復や個人消費の底堅さなどから２四半期連続でプラス成長を維持するなど、緩やかな回復基調が続き

ましたが、米国によるイラン攻撃を契機とするホルムズ海峡の閉鎖等の影響により、原油価格の高騰及び調達不安

及び円安、それに伴う燃料・輸送コストの上昇及び一部石油化学製品の供給不足が懸念され、国内景気の先行きは

楽観を許さない状況にあります。中東情勢の動向次第では、急激な物価の高騰、また生産資材の調達が難しくなる

事態も考えられます。

このような環境の中、情報・印刷事業におきましては、前期に取得し完全子会社化した株式会社ウエーブの売上

がフルに寄与したことや、ウイル・コーポレーションにおけるＥＣサイトからのリピート受注が堅調に推移した結

果、セグメント売上高は4,366百万円（前年同期比12.3％増）となりました。利益面におきましては、連結に伴う

売上原価及び販売費及び一般管理費の増加に加え、円安等の影響による原材料費や電気代の高止まり、さらには激

しい受注競争の中で十分な価格転嫁が進まず利益を圧迫しました。この結果、セグメント利益は３百万円（前年同

期比88.7％減）となりました。下期におきましては、不採算案件の見直しなど収益性改善を最優先課題と位置付

け、原材料費・人件費の高騰を踏まえ積極的に価格転嫁を行うとともに、資材の最適化や生産体制の効率化を通じ

てコスト抑制を図り、収益力の強化に努めてまいります。

知育事業におきましては、当中間連結会計期間は卒園・入園関連商品の需要が高まる繁忙期にあたり、幼保事業

及び出版事業ともに堅調に推移したことから、セグメント売上高は414百万円（前年同期比0.2％減）となりまし

た。利益面におきましては、在庫管理の徹底や仕入先への交渉による原価低減に努めたものの、セグメント利益は

12百万円の損失（前年同期は42百万円の損失）となりました。前年同期比では損失幅が29百万円縮小するなど、黒

字化に向けて改善が進んでおります。幼保部門においては、営業体制の強化を図り、高い利益率が見込める電子黒

板やＬＥＤ、厨房機器といった独自性の高い商品に注力して参ります。出版部門においては、夏季商戦に向けて中

学校課題図書の販売拡大が見込め、市場のニーズに迅速に対応する企画力・編集力をもって売上及び利益の拡大を

図ってまいります。

通信販売事業におきましては、一部の大型媒体における掲載時期のズレなどから露出機会の確保に苦戦したこと

や、インターネット通販における新規顧客獲得のための広告効率低下が響き、セグメント売上高は16百万円（前年

同期比28.4％減）となりました。利益面におきましては、コールセンターをはじめとする受電体制の再編や業務効

率の改善を進めたものの、新たな広告手法のテストに伴う費用増加や顧客獲得コストの上昇負担が重く、セグメン

ト利益は13百万円の損失（前年同期は７百万円の損失）となりました。今後は、受電体制の一元化による応答率の

さらなる向上を図るとともに、黒字化に向けて定期顧客の獲得及び継続率の向上による収益性の改善に注力してま

いります。

以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は4,688百万円（前年同期比11.3％増）、営業損失は200百万円（前年

同期は営業損失201百万円）、経常損失は181百万円（前年同期は経常損失195百万円）となりましたが、昨年閉鎖

した関東工場の土地建物の売却益823百万円、多古町の寮の減損損失88百万円の特別損益があり、親会社株主に帰

属する中間純利益は、467百万円（前年同期比358.4％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当中間連結会計期間末における総資産は7,165百万円と、前連結会計年度末に比べて758百万円減少いたしまし

た。これは主として、受取手形及び売掛金の減少270百万円、現金及び預金の減少233百万円によるものでありま

す。

（負債）

　当中間連結会計期間末における負債合計は5,259百万円と、前連結会計年度末に比べて1,247百万円減少いたしま

した。これは主として、短期借入金の減少1,000百万円、長期借入金の減少206百万円によるものであります。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産は1,906百万円と、前連結会計年度末に比べて488百万円増加いたしまし

た。これは主として、利益剰余金の増加1,224百万円、資本剰余金の減少787百万円によるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　最近の業績動向等を踏まえ、2025年12月12日に公表いたしました2026年10月通期連結業績予想を修正しておりま

す。詳細につきましては、本日公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,121 888

受取手形及び売掛金 1,411 1,140

商品及び製品 226 276

仕掛品 148 73

原材料及び貯蔵品 234 311

その他 152 147

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 3,294 2,837

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,240 1,091

機械装置及び運搬具（純額） 238 247

土地 1,778 1,599

リース資産（純額） 168 146

その他（純額） 52 63

有形固定資産合計 3,479 3,147

無形固定資産

のれん 198 188

その他 172 162

無形固定資産合計 370 350

投資その他の資産

投資有価証券 525 594

その他 257 237

貸倒引当金 △4 △1

投資その他の資産合計 779 830

固定資産合計 4,629 4,328

資産合計 7,924 7,165

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
（2025年10月31日）

当中間連結会計期間
（2026年４月30日）

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 554 478

電子記録債務 1,529 1,619

短期借入金 1,000 －

１年内返済予定の長期借入金 407 385

リース債務 206 204

未払金 459 487

未払法人税等 7 72

賞与引当金 30 42

工場再編損失引当金 44 35

その他 194 123

流動負債合計 4,434 3,449

固定負債

長期借入金 572 365

リース債務 347 253

退職給付に係る負債 291 286

繰延税金負債 357 383

資産除去債務 238 239

その他 265 280

固定負債合計 2,072 1,810

負債合計 6,506 5,259

純資産の部

株主資本

資本金 100 100

資本剰余金 2,338 1,551

利益剰余金 △1,161 63

株主資本合計 1,277 1,714

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 103 163

退職給付に係る調整累計額 36 28

その他の包括利益累計額合計 139 191

純資産合計 1,417 1,906

負債純資産合計 7,924 7,165
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日

至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日

至　2026年４月30日）

売上高 4,212 4,688

売上原価 3,534 3,819

売上総利益 677 869

販売費及び一般管理費 878 1,070

営業損失（△） △201 △200

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 7 5

持分法による投資利益 14 1

受取賃貸料 12 12

受取保険金 0 16

保険解約返戻金 － 9

その他 13 13

営業外収益合計 51 59

営業外費用

支払利息 14 22

不動産賃貸原価 3 2

支払手数料 26 15

その他 1 0

営業外費用合計 45 40

経常損失（△） △195 △181

特別利益

固定資産売却益 5 823

投資有価証券売却益 343 －

関係会社株式売却益 － 1

特別利益合計 349 825

特別損失

固定資産売却損 － 6

固定資産除却損 4 0

工場再編関連費用 8 －

特別調査費用等 18 －

課徴金 － 27

減損損失 － 88

特別損失合計 31 122

税金等調整前中間純利益 122 522

法人税、住民税及び事業税 15 56

法人税等調整額 5 △1

法人税等合計 20 54

中間純利益 102 467

親会社株主に帰属する中間純利益 102 467

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日

至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日

至　2026年４月30日）

中間純利益 102 467

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △233 59

退職給付に係る調整額 △7 △7

その他の包括利益合計 △241 52

中間包括利益 △139 519

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △139 519

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

前中間連結会計期間
（自　2024年11月１日

至　2025年４月30日）

当中間連結会計期間
（自　2025年11月１日

至　2026年４月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 122 522

減価償却費 146 131

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △12 △11

工場再編損失引当金の増減額（△は減少） － △9

受取利息及び受取配当金 △9 △6

持分法による投資損益（△は益） △14 △1

支払利息 14 22

支払手数料 26 15

課徴金 － 27

特別調査費用等 18 －

投資有価証券売却損益（△は益） △343 －

固定資産売却損益（△は益） △5 △817

関係会社株式売却損益（△は益） － △1

減損損失 － 88

売上債権の増減額（△は増加） 13 270

棚卸資産の増減額（△は増加） 26 △52

仕入債務の増減額（△は減少） △76 39

未払金の増減額（△は減少） △93 △157

その他 85 78

小計 △103 137

利息及び配当金の受取額 10 6

利息の支払額 △14 △20

支払手数料の支払額 △15 △5

特別調査費用等の支払額 △13 －

課徴金の支払額 － △27

法人税等の還付額 5 9

法人税等の支払額 △6 △14

営業活動によるキャッシュ・フロー △137 86

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 500

有形固定資産の取得による支出 △108 △94

有形固定資産の売却による収入 11 1,099

有形固定資産の除却による支出 △2 △3

無形固定資産の取得による支出 △0 △6

投資有価証券の取得による支出 △404 －

投資有価証券の売却による収入 764 －

関係会社株式の売却による収入 － 21

貸付けによる支出 △50 －

その他 △10 21

投資活動によるキャッシュ・フロー 200 1,538

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △287 △229

短期借入金の返済による支出 － △1,000

リース債務の返済による支出 △59 △83

配当金の支払額 △0 △30

割賦未払金の返済による支出 － △18

財務活動によるキャッシュ・フロー △347 △1,361

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △285 266

現金及び現金同等物の期首残高 1,999 604

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,714 870

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,773 415 23 4,212 － 4,212

セグメント間の内部売

上高又は振替高
114 0 － 114 △114 －

計 3,888 415 23 4,326 △114 4,212

セグメント利益又は損失

（△）
28 △42 △7 △21 △179 △201

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2024年11月１日　至　2025年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△179百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額（注）

１

中間連結損益
計算書計上額
（注）２

情報・印刷
事業

知育事業 通信販売事業 計

売上高

外部顧客への売上高 4,257 414 16 4,688 － 4,688

セグメント間の内部売

上高又は振替高
108 － － 108 △108 －

計 4,366 414 16 4,797 △108 4,688

セグメント利益又は損失

（△）
3 △12 △13 △23 △177 △200

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2025年11月１日　至　2026年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額△177百万円は主に各報告セグメントに配分していない全社費用で

あります。全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「情報・印刷事業」セグメントにおいて、固定資産の減損を計上しております。なお、当該減損損失計

上額は当中間連結会計年度において88百万円であります。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

- 10 -

株式会社ウイルコホールディングス（7831）2026年10月期 第２四半期（中間期）決算短信



(重要な後発事象）

該当事項はありません。
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